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屋外の塩ビ鋼板に貼ってはいけないもの

素材 施工環境 施工場所

施工後の注意事項

保管・輸送の注意事項

製品仕様について

その他

ダイノックTM  フィルムの清掃方法について

ダイノックTM  フィルムの剥離方法について

清掃・剥離方法について

施工時の注意事項

形状

厚さ 重さ

3MTM ダイノックTM フィルム 　特長 3MTM ダイノックTM フィルム　貼り付け作業

技術データ

塩化ビニル製の壁紙への表示（∞ＰＶＣマーク）について

■ 一般物性 ■ 基材への接着力

■  耐溶剤・耐化学薬品性

■ 抗菌性能

塩化ビニル樹脂 1,220mm×50m　ロール状
ただし、以下のシリーズ1,220×25m
（AR, DPF, WG-GN, ME, VM）

約0.2mm（剥離紙は除く）
エンボスによってはもう少し
厚いものもございます

約20kg以上
（50m巻きの製品の場合）

塩化ビニル製の壁紙は、経済産業省
“資源の有効な利用の促進に関する法
律”において、「指定表示製品（分別回
収のための表示を求める製品）」に指
定されており、その法律の規定に基づ
いた経済産業省令第九十四号により、
表示の標準となるべき事項が定められ
ています。
当社製品3MTM ダイノックTM フィルム
などは、塩化ビニル製品であり、法律
の精神にのっとり、塩化ビニル製の壁
紙に準じて∞PVCマークを表示してい
ます。

幅25mm、長さ180mmの帯状のフィルム切片を各基材に貼り付け、20℃で48時間放置。
その後、引張試験機を用い、引張速度300mm/分で、180°方向に引き剥がす。
プライマー塗布条件は20℃・乾燥時間1時間。

＊プロテクトフィルム、ホワイトボードフィルムWH-111は対象外（塩ビ代替製品）です。
＊印字の仕様につきましては予告なく変更することがございますので、あらかじめご了承
ください。

1. 製品について

●以下のように製品に∞PVCの表示をしています。 施工時には、ガラスに貼って施工後に粘着剤
面が見える場合や、光を透過させるような納
まりの場合など、意匠上問題ないか事前にご
確認ください。

指定表示品目の分類

項目

寸法安定性

耐摩耗性

耐熱性

耐ヒートサイクル性

耐湿性

耐低温衝撃性

評価方法 結果

分類 基材 プライマーなし
（N/25mm）

プライマー塗布
（DP-900N）

常温で水に16時間浸漬後

分類 薬品 浸漬時間 結果

大腸菌

黄色ブドウ球菌

水

塩酸（10%）

水酸化ナトリウム（10%）

エタノール

酢酸エチル

メチルエチルケトン

トルエン

水

酸

塩基（アルカリ）

アルコール系

エステル系

ケトン系

芳香族系

キセノン耐候性試験10時間養生後

抗菌活性値　2.0以上

24時間

24時間

24時間

24時間

5分

5分

5分

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

変質する(＊1)

変質する(＊1)

変質する(＊1)

ラワンベニヤ
シナベニヤ
ＭＤＦ
石膏ボード
ケイ酸カルシウム板
スレート板
メラミン焼付鋼板
ボンデⓇ鋼板　＊3
塩ビ鋼板
アルミニウム
ステンレス
亜鉛めっき鋼板
アクリル
ＡＢＳ
メラミン化粧板
ポリエステル化粧板
モルタル
ガラス

木材

無機系ボード類

金属板類

プラスチック

無機系
ガラス

ダイノックTM フィルム全般
塩化ビニル製の壁紙
製品の粘着剤面
∞PVC
薄い黄色

１文字が10～20mm

端部より約200mm以内の
場所に一箇所

DR-001～008：端部より約100mm以内の
場所に一箇所

600～800mm間隔毎

玄関ドアリフォームシート

表示方法
表示
色
大きさ

幅方向
位置

長さ方向

200mm×200mmのアルミニウム板に貼り付け
た150mm×150mmの中央に、100mm×100mm
のクロスカットを入れ、65℃に2日間放置した
後、クロスカット部の最大隙間を測定。

最大隙間：0.3mm以内

テーバー式摩耗試験機（摩耗輪CS-17.1kg荷
重）により、7,000回転。

表面パターンに変化なし

アルミニウム板に貼り付け、65℃に連続28
日間放置後の接着力。

異常なし

アルミニウム板に貼り付け規定温度範囲
（-30℃～ 65℃）内で12日間放置後の外観変
化、剥がれや変色を確認。

剥がれや変色なし

アルミニウム板に貼り付け、40℃、湿度95％
に連続30日間放置後の接着力。

異常なし

1mm厚のアルミニウム板に貼り付け、ガード
ナー衝撃試験機を用い、0℃の環境下で907g
の重りを12.7cmの高さから落下。

フィルムの割れ発生せず

＊1  基材の紙の凝集破壊
＊2  推奨プライマーはEC-1368NTであるが、比較のためDP-900Nを使用した。
＊3  ボンデⓇ鋼板は新日本製鐵（株）の登録商標です。
＊4  塩ビ鋼板はプライマー処理しなくても初期接着力が充分であるが経時と共に接着力
　が低下するのでプライマーを塗布すること。　

＊1  基材から剥離する

・抗菌活性値が2.0以上の場合に抗菌効果があると判断されます。
・上記の抗菌試験結果はPSシリーズのものです。PS以外のシリーズは抗菌性を有しません。

JIS  Z  2801（抗菌性試験）

アルミニウム板またはアクリル板に貼り付け、各薬品に所定時間浸漬し、目視で状態を評価する。

■ 耐汚染性
表面に以下の物質を24時間接触後、水またはアルコールで拭き取った後の表面を観察する。

技術データは代表的な製品のもので保証値ではありません。

◎：水で拭き取れる
○：アルコールで拭き取れる
△：若干しみが残る
╳：しみが残る
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分類 汚染物質 結果

コーヒー

紅茶

コーラ

牛乳

赤ワイン

タバスコⓇペッパーソース＊1

ケチャップ

醤油

オレイン酸油

食酢

食品系

◎

○

◎

◎

◎

×
◎

◎

◎

◎

分類 汚染物質 結果

塩水（1%）

石鹸水（1%）

アンモニア水（10%）

過酸化水素水 （3%）

クエン酸水溶液 （10%）

ホルマリン（36%）

エチルアルコール（50%）

油性マーカー

クレヨン

靴墨

カラートリートメント

ターメリック

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

×
○

△

×
×

薬品系

日用品 ＊2

＊1  タバスコⓇ はマキルヘニー社の登録商標です。
＊2  日用品は種類によって結果が異なりますのでご注意ください。

ダイノックTM  フィルムは原則として内装用途に
お使いください。

施工温度範囲：12℃～38℃
■低温時には、ジェットヒーターなどを使用して、下地
基材やフィルムの温度を上げてください。

　温度が低いと接着不良が生じたり、施工後にフィル
ムがふくれる場合があります。

■角Rにフィルムを折り曲げて貼った場合、製品によっ
て角Ｒ部分が白くなる場合があります。貼る際にド
ライヤーで暖めながら貼るか貼った後に暖めてく
ださい。低温時にはフィルムが裂けやすくなります
のでカットする際の取扱いにはご注意ください。

■高温時にはフィルムがより柔軟となり、施工しにくく
なる場合があります。
照明
■必要に応じて投光機などを使用して、明るい場所で
施工してください。照明が暗い場合、下地基材とフィル
ムとの間の異物混入や気泡を見逃す恐れがあります。
環境
■ほこり、ちりなどが少ない場所で行ってください。
施工する面のみでなく、床の清掃を行ってから施工
してください。
■空気が乾燥して静電気が発生しやすい場合は、床
に霧吹きなどで水をかけてください。
施工後の環境
■軒下や軒天は屋外ですので、     　印（お日様マーク）
のついた品番をご使用ください。

　屋内であっても日光の影響を受ける場合、   　印の
ついた品番を選定してください。

■常時50℃以上となる場所や水中・湿度が高い場所
への施工は避けてください。

■浴室への施工は当社3MTM ダイノックTM　フィルム ネオ
シリーズをご使用ください。
■その他、不明な点は当社営業担当にお問合せくだ
さい。
屋外での貼り付けについて
■ダイノックTM　フィルムは原則として内装用途にお使い
ください。屋外で使用する場合、色柄見本の　　印
の製品からお選びください。

■　　印の品番は垂直面に使用した場合、色の褪色、
変色について3～5年の耐侯性を有します。

　傾斜面や水平面に使用した場合の耐候年数は垂直
面の場合よりも短くなります。

■　印の製品は、屋外に面した塩ビ鋼板下地に使用
すると変色する場合がありますので使用しないでく
ださい。

　　印の製品は変色の心配はありませんので、安
心してお使いください。

■ダイノックTM フィルム表面から水分が浸透することは
ありませんが、端部または貼り付け基材側から水分
が入り込むと接着不良を起こす恐れがあります。

　金属等の含水しない下地を選択するか、端部への
シール等防水処理を充分施してから施工を行って
ください。水平面など継続して表面に水が溜まる
部位や形状では、短い期間で劣化が進む場合があ
ります。
■VM、PA、MEシリーズを施工する場合、フィルムエ
ッジにシーリング材を塗布して保護してください。
端部に湿気が継続して触れた場合や、清掃の際に
酸性やアルカリ性の洗剤を用いてフィルムの端部
に触れた場合、フィルムが変色する場合があり
ます。使用するシーリング材はポリイソブチレン系
を推奨します。変成シリコーン系は不具合を生じる
ことがあるため推奨しません。
■木やケイ酸カルシウム板、スレート等窯業系の下地
では、施工後ふくれや剥がれ、変色が発生する場合
がありますので使用しないでください。

塩ビ鋼板製ドアへの貼り付けについて
■屋外に面した塩ビ鋼板製ドアへの施工は、専用
に開発された玄関ドアリフォームシートを使用
してください。別途資料をご用意しておりますの
で、ご請求ください。
■エンボスの深い塩ビ鋼板に重ねて貼る場合、接
着面積が少なくなるので下地処理に注意してく
ださい。
ゴムと接触する場合について
■カウンター、天板、トイレブースなどの用途にダ
イノックTM　フィルムを使用した場合、機器の足や
戸当りのゴムなどが長時間接触すると、ゴムの
材質によってはダイノックTM　フィルムが変色する
恐れがあります。
重ね貼りについて
■重ね貼りした場合、不燃認定材料とはなりません。
■必ずダイノックTM　フィルム表面に3MTM プライマー
DP-900Nを塗り、十分に乾燥してから貼ってください。

■エンボスによっては重ね貼りのしにくいものが
あります（FE, CA, VM-425, 482, 483, 484, 485, 
RSなど）ので、お問い合わせください。
下地の色について
■製品の色が下地の色の影響を受ける場合があり
ますので、ご使用の際には十分ご注意ください。
テープなどを貼る場合
■粘着テープ、養生テープなどをフィルム表面に
長時間貼ったままにしないでください。テープの
粘着剤がダイノックTM フィルムの塩ビに含まれる
可塑剤の移行により軟化し、べた付いて、きれいに
剥がせなくなる場合があります。

■接着力は施工してから徐々に上昇し、3～7日で
最大強度に到達します。

■端材などを廃棄する場合、『廃棄物の処理及び
清掃に関する法律』に従い、許可を受けた産業
廃棄物業者に処分を委託してください。

■製品の保管・輸送の際にはカートン（フィルムロ
ール梱包箱）のラベル側を揃えて積み重ねてく
ださい。このとき、6段以上積み重ねたり、パレッ
トの2段積みをしないでください。
■輸送の際には、カートンを落とさないでください。
端部が割れることがあります。

■製品の保管は、直射日光や高湿度下を避け、周
囲温度38℃以下の清潔な場所に保管し、1年以
内に使用してください。

■残材は購入時と同様な梱包形態にし、上記条件
にて保管してください。

■ダイノックTM　フィルムを使用後、残ったフィルムを
保管する際には次の点にご注意ください。必ず
フィルムの緩みがないように手で巻きを締めた
のちテープ止めして、フィルムがほぐれてこない
ようにしてください。フィルムを緩めて保管して
おきますと、剥離紙とフィルムに剥離が発生する
場合があります。

■ダイノックTM　フィルムは、製品改良等のため予告
なく仕様を変更することがありますので、あらか
じめご了承ください。

①付着した汚れはすみやかに除去してください。洗
浄剤は市販の中性洗剤もしくは当社製のクリー
ナー20、クリーナー30をご使用ください。
 　（強アルカリ性洗剤、強酸性洗剤またはシンナー
等、有機溶剤のご使用は避けてください。）

②清掃は柔らかい布、スポンジタワシ等をご使用く
ださい。研磨剤の入ったスポンジは絶対に使用
しないでください。
③清掃後、ダイノックTM　フィルム表面に残った洗浄
剤は水できれいに除去してください。

ダイノックTM　フィルムは貼り付け後、時間が経過す
るに従って剥がしにくくなります。剥離する必要が
ある場合は下記の手順で行ってください。剥がさず
に上から重ねてダイノックTM　フィルムを貼ると不燃
材料になりませんので、不燃が必要な場所に施工
する場合にはご注意ください。
①ダイノックTM　フィルムに幅20cm程度の切れ目を
下地を傷めないように注意しながら入れてくだ
さい。
②家庭用ヘアドライヤーでダイノックTM　フィルムを
あたため、軟化させてください。
③切れ目を入れたダイノックTM　フィルムを短冊状に
剥がしていってください。

④剥がした後、下地に粘着剤が残る場合がありま
す。残った粘着剤はシンナーもしくは当社製のア
ドヒーシブリムーバーR231、クリーナー20、クリ
ーナー30を使用して取り除いてください。取り除
いた後も、下地によっては貼り跡が残る場合があ
ります。
⑤石こうボード、ケイ酸カルシウム板、ベニヤ板等
の下地に貼ったダイノックTM　フィルムを、下地を
傷つけずに剥離することはできません。

■カタログ掲載のチップサイズでは全体の仕上が
りイメージと異なる場合があります。尺角（A4サ
イズ）以上のサンプルでご確認ください。
柄やエンボスの方向性について
■ダイノックTM　フィルムは、フィルムの裁断位置によ
り突き合わせ部の左右の色の濃さが極端に異な
る場合がありますので、裁断位置や貼る方向に
注意してください。

　なお、エンボスには微妙な方向性があります。逆
方向に貼ると光線の加減で色違いに見える場合
がありますのでご注意ください。

■裏面剥離紙ロゴと柄の天地方向は必ずしも一致
しません。 施工の際にはご注意ください。
ロットによる色のバラつきについて
■ダイノックTM　フィルムは、製造工程で厳重な品質
管理を行っていますが、ロットにより多少の差異
が生じることがありますので異なったロットを同
じ面に使用しないでください。
■ダイノックTM　フィルムは、ロールの途中にスプライ
ス（つなぎ目）が入る場合があります。

■ロールからフィルムをカットしたり、巻きなおし
たりする際、フィルム表面に傷がつかないように
、作業台に低摩耗性のテープを貼ったり床を養
生するなどしてください。

■ロールからフィルムを巻きだして、平面状にする
と、剥離紙とフィルムが剥がれることがあります
のでご注意ください。

■裁断後のフィルムの一時保管は、ロール状にし、
端部をテープで止めて立ててください。

　裁断したフィルムを引きずったり、表面を直接床
につけないでください。表面に傷が付いたり、破
損する恐れがあります。

■突き合わせ貼りした場合、施工後に隙間が生じ
る場合があります。特に濃色フィルムの場合は隙
間が目立つことがありますので、フィルム施工に
先立って突き合わせとなる部分の下地にフィル
ムと同系色の色を塗っておくことをおすすめしま
す。突き合わせ部の下地基材にはプライマーを2
度または3度塗ってください。

　また、フィルムを重ね裁ちする際、下地基材を切
らないようにご注意ください。
■施工後のフィルムに力が常時加えられる場合、フ
ィルムにシワが発生する場合があります。特に
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＊上図は代表的なダイノックTM フィルムの構造です。
　各シリーズでは、構造や材質が若干異なります。

3MTM ダイノックTM フィルムは粘着剤付き化粧塩ビフィルムです。
エンボス・印刷フィルム層
（塩化ビニル樹脂）

簡易施工タイプ粘着剤
（アクリル樹脂）

剥離紙

■　印対象製品

ドアノブ周りにフィルムを貼り付ける場合はご注
意ください。

　フィルムに力が加わらないようにするか、施工後
のフィルムをドライヤーなどで暖めて、接着力を
上げるようにしてください。

■剥離紙や端材などを床に放置しないでください。
踏んだ場合、転倒する恐れがあります。


